
平成26年度(一社)奥州市観光物産協会事業報告書 
 
【はじめに】 
 

 合併から５年目を迎えた平成26年度は、当協会の自立と強化を図る

ことを主体に取り組みました。 

組織体制では、奥州市の協力のもとに事務局体制の強化を図りなが

ら、各支部内の関係団体と連携のもとに地域行事の運営にあたりまし

た。 

財政面については、市補助金等が大部分を占める当協会にとっては

多くの課題があり、今後の検討が必要と考えます。 

 事業面では、奥州市内全域を対象として「奥州市観光写真コンクー

ル」を実施し、県内各地から91点の応募がありましたが、昨年度まで

江刺支所が開催していたところから作品の多くが江刺区内で撮影され

たもので、平成27年度は早期に周知するとともに奥州市全域の応募作

品に期待するところであります。また、協会ホームページのリニュー

アルを図りFacebookやTwitterなどを活用してリアルタイムでの地域

情報の発信に努めました。今後は、観光・物産情報とあわせて奥州市

の魅力を全国に発信してまいります。 

 観光PRや物産販売については、平成26年６月に「第60回岩手県母親

大会（開場：Ｚホール）」が開催され、当協会の会員事業所に出店い

ただきました。また、平成26年９月には「世界遺産連携推進実行委員

会」の構成メンバーとして「函館グルメサーカス2014（北海道）」に

参加し、奥州市のPRを図りました。平成26年11月には、奥州市の関係

団体が連携のもとに「いわて物産展（東京競馬場）」に出店し、物産

販売と観光PR活動を行いました。今後は岩手国体・プレ大会に向けた

観光宣伝と物産販売に積極的に取り組むとともに、ILC誘致に向けた

活動にも取り組んでまいります。 

 奥州市内には、魅力のある観光資源が豊富にあることから、これら

の情報発信を当協会のホームページで継続的に行うことにより、一人

でも多くの「奥州市ファン」を確保していくことが大切と考え、これ

まで以上の誘客促進と観光物産の情報発信に努めてまいります。 

以下、平成 26 年度の具体的な事業の実施状況について報告いたし

ます。 



○ 実施事業報告の詳細について 

１．本部実施事業報告 

 (1) 継続事業：奥州市観光物産ＰＲ事業（精算額 812,627 円） 

  ① 首都圏等におけるプロモーション活動 

「奥州市農畜産物利用推進協議会」、「奥州市競馬対策室」、「どんとこい奥州誘客促

進会議」、「JA 岩手ふるさと」との連携により、岩手県競馬組合主催の「いわて物産

展 in 東京競馬場」にブース出店し、奥州市の観光物産 PR 活動を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ② ホームページのリニューアルによる効果的な観光物産ＰＲ活動 

   当協会の合併後の懸案課題となっていたホームページについて、リニューアルに

よって統合をはかるとともに、本部、支部において職員等が取材した情報をブログ、

Facebook、Twitter を活用することにより、最新情報を適宜情報発信できるように

なった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ③ 「奥州市観光写真コンクール」の開催 



   「チーム奥州」の事業として「奥州市観光写真コンクール」を実施したところ、 

３８名、９１作品の応募があり、審査の結果次の 10 点の作品が入賞した。 

   なお、当協会の３月臨時総会終了後に表彰式を行った。 

   

  

 【最優秀賞】 

「勇壮胆沢農はだて」（高橋貞勝氏） 

 

  

【優秀賞】 

「桜下に踊る」（千葉守保氏） 

【優秀賞】 

「冬空に立つ」（河東田康昭氏） 

  

【優良賞】 

「夜祭りの競演」（高橋弘氏） 

【優良賞】 

「雄姿」（高野和子氏） 



  

【入選】 

「国立天文台の夕景」（浅川義廣氏） 

【入選】 

「春の焼石連峰」（菅野利勝氏） 

  

【入選】 

「新緑の中で」（達下才子氏） 

【入選】 

「衣の滝」（菅原結衣氏） 

 

【入選】 

「奥州美人」（佐藤巧氏） 



  ④ 広域的団体との連携による活動 

  世界遺産連携推進実行委員会の一員として、「はこだてグルメサーカス 2014」に

おけるプロモーション活動や北海道の旅行エージェント訪問、インバウンド観光の

増加を目的とした台湾ブロガーの招致対応（「歴史公園えさし藤原の郷」の紹介等）

ほか各種イベント等への対応を行った。 

また、県南広域振興局管内の８市町が協力して行われた「いわてまるごと肉フェ

スタ（会場：北上総合運動公園 中央広場）」について、実行委員会の一員としてイ

ベント運営にあたった。 

 

 (2) 収益事業：Ｚプラザアテルイ（みずさわ観光物産センター）運営事業 

施設来館者数…１０４，９４３名（前年比９７％） 

売 上 金 額 …９７，７５４，４７５円（前年比９５％、テナント POS レジ総合） 

  ・Ｚプラザアテルイを拠点とした近隣観光地等への回遊（情報提供等） 

  ・市町村交流イベント並びに被災地復興支援イベント等の開催 

（大船渡市物産展２回、秋田県湯沢市物産展１回） 

  ・継続的な被災地復興支援に関する協力（テナント会と協力） 

  ・館内及び屋外「街なかよろずあきない掲示板」の活用による情報発信 

  ・施設における各種企画・イベント等の適宜実施（テナント会と協力） 

  ・ホームページによる奥州市内情報の発信等（スタッフ日記等） 

 

 (3) 法人会計：本所法人会計 

  ① 法人運営に関する業務報告 

   ・新規会員の入会促進活動 

   ・諸会議への参加等 

   ・補助金、負担金、請負業務、再委託業務の契約、請求、精算実務 

   ・公益法人会計基準に準拠した経理実務対応 

   ・法務局登記実務、法人税（県民税・市民税含む）・消費税の申告納付実務 

  ② 当法人の諸会議の開催報告 

・定時総会（平成 26 年５月 27 日、プラザイン水沢） 

    議案第１号 平成 25 年度の事業報告及び財務諸表等の承認について 

           監査報告 

    議案第２号 理事の任期満了に伴う理事 30 名の選任について 

    ※ 総正会員数 382 名、出席会員数は 293 名で、出席率は 76.7％であった。 

   ・３月臨時総会（平成 27 年３月 27 日、奥州市江刺総合支所１階多目的ホール） 

     議案第１号 平成 27 度事業計画の議定について 

     議案第２号 平成 27 年度損益予算の議定について 

    ※ 総正会員数 375 名、出席会員数は 253 名で、出席率は 67.4％であった。 

 



   ・理事会の開催について（みなし理事会併用） 

第１回みなし理事会（平成 26 年５月 12 日付け） 

   （定時総会の開催の件、総会提出案件承認、規程の一部改正等） 

   第２回みなし理事会（平成 27 年３月 18 日付け） 

   （正会員入会承認、３月臨時総会の開催の件、３月臨時総会提出案件承認等） 

  ※ いずれも理事・監事の同意書を頂戴した。 

   ・監査会の開催について（平成 26 年５月２日、Ｚプラザアテルイ） 

   平成 25 年度の事業報告、財務諸表に関する諸帳簿、証拠書類等及び公益目的支

出計画実施報告書について、及川富美人監事と吉田秀三監事に監査を依頼した。い

ずれも適正に処理され、正確であることをお認めいただき、監査報告書を頂戴した。 

  ③ 当法人の会員の異動報告 

時 期 会員数 増 減 

平成 26 年３月 31 日（H25 年度末） ３９０名  

平成 27 年３月 31 日（H26 年度末） ３７５名 １５名の減 

 

 (4) 法人会計：Ｚプラザアテルイ建設事業会計 

区分 金額 備考 

（収入）地方公共団体補助金収入 4,371,506 円 奥州市補助金 

（支出）長期借入金返済金 4,371,506 円 H26 年９月、H27 年３月返済 

 

２．水沢支部実施事業報告 

 (1) 継続事業：水沢区観光物産ＰＲ事業（精算額 620,214 円） 

  ・水沢区内の各種実行委員会や保存会等のメンバーとして負担金を支出（518,994

円）するとともに、まつりの作業等に対応したほか、まつりの告知宣伝を行った。 

   日高火防祭告知・保存会対応経費…20,800 円 

   子供騎馬武者保存振興会年会費…10,000 円 

   焼石観光開発連絡協議会負担金…30,000 円 

   奥州水沢夏まつり団体負担金…30,000 円 

   奥州水沢グルメまつり負担金…215,000 円 

   第 35 回奥州市南部鉄器まつり負担金等…50,000 円 

   第 49 回奥州市水沢産業まつり負担金…21,000 円 

   その他負担金等…44,000 円 

   黒石寺蘇民祭負担金・副賞経費・チラシ印刷負担等…36,636 円 

   その他広告宣伝経費等…61,558 円 

   ・北海道長沼町文化祭対応経費（101,220 円） 

   姉妹都市の北海道長沼町が主催する「長沼町文化祭」に参加し、「奥州市ブース」

において、奥州市メンバーの一員としての観光物産プロモーション活動を行った。 



 

 (2) 水沢観光案内所運営事業（精算額 2,018,494 円） 

  ・ＪＲ水沢駅構内を賃借して観光案内所を設置し、パート職員２名が交替で奥州市

の観光案内業務（通常案内のほか道案内や、２次交通の連結案内、宿泊案内、まつ

り・イベント当日の案内等）を行うとともに、レンタサイクルの貸し出しを行った。 

 (3) その他事業：奥州市道の駅（交流館、道の駅みずさわ）指定管理事業 

  ・奥州市の指定管理事業を受け、奥州市道の駅交流館及び道の駅みずさわ（トイレ）

の管理運営を行った。 

施設来館者数…５９，８７６名（前年比１０１％） 

 (4) その他事業：月江庵施設（正法寺門前）管理事業 

  ・奥州市の受託事業として、月江庵の管理運営を行った。 

施設来館者数…１，９０８名（前年比６４％） 

 (5) その他事業：東光庵施設（黒石寺門前）管理事業 

  ・奥州市の受託事業として、東光庵の管理運営を行った。 

施設来館者数…３，６６３名（前年比６８％） 

 (6) その他事業：Ｚプラザ公衆トイレ管理事業 

・Ｚプラザアテルイ西側に奥州市が設置する公衆トイレについて、来館者及び奥州

市を訪れる観光客等へのサービスの観点から、維持管理業務の管理運営を行った。 

 (7) その他事業：観光サポーター支援事業 

  ・「みずさわ観光サポーターの会」の研修会の実施支援、その他会の自主運営に係る

支援を行った。 

 (8) その他事業：本所収益事業 

  ・Ｚプラザアテルイにおける当会オリジナル商品の販売収益 

  ・当会オリジナル商品の水沢区内観光施設等への販売委託による販売収益 

  ・「黒石寺蘇民祭」におけるオリジナルグッズの販売収益及び委託商品手数料収益 

  ・首都圏等の観光物産ＰＲ事業実施時の会員業者等の商品の委託販売手数料収益等 

  ・チケットプレイガイド等の業務実施による手数料収益 

 

３．江刺支部実施事業報告 

 (1) 継続事業：江刺区観光物産ＰＲ事業（精算額 2,307,185 円） 

  ・江刺区内の各種実行委員会や保存会等のメンバーとして負担金（1,686,254 円）

を支出するとともに、まつりの作業等に対応したほか、まつりの告知宣伝を行った。 

   ホームページ管理委託料…205,200 円 

   江刺桜まつり協賛金…100,000 円 



   江刺甚句まつり実行委員会負担金…200,000 円 

   江刺甚句まつり広告宣伝費（IBC、岩手日日）…32,400 円 

   種山高原観光協会年会費…26,000 円 

   いわて物産展等実行委員会負担金…50,000 円 

   えさし共通商品券協同組合年会費…10,000 円 

   江刺夏まつり事業負担金等…405,996 円 

   奥州江刺農畜産物・物産・観光 PR キャラバン負担金…30,000 円 

   蔵まちクーポン事業参加負担金等…14,200 円 

   観光のぼり設置費用…100,000 円 

   「江刺鹿踊り」パンフレット印刷経費…216,000 円 

   その他経費（ＰＲ経費）…299,824 円 

  ・「阿原山の山開き」の主催実施（317,565 円） 

  ・えさし藤原の郷園内「炎がいどくらぶ語り部」業務の委託等（300,000 円） 

 (2) その他事業：えさし夢プラザ（江刺観光物産センター）指定管理事業 

  ・奥州市の指定管理事業を受け、江刺観光物産センター「えさし夢プラザ」の管

理運営を行った。 

施設来館者数…１３，５７０名（前年比８７％） 

売 上 金 額 …５，６８３，３２１円（前年比８５％、業者商品の委託販売） 

 (3) その他事業：江刺支所収益事業 

  ・奥州市江刺区内の観光施設等における商品の委託販売や手数料・負担金・協力

金等の収入が法人税法上の収益事業に該当することから、事業会計を区分した。 

 (4) 法人会計：江刺支所法人会計 

  ・江刺支部事業の実施にあたり江刺支所長の雇用並びに江刺支所の事務所経費等の

補填を行った。 

 

４．前沢支部実施事業報告 

 (1) 継続事業：前沢区観光物産ＰＲ事業（精算額 1,008,199 円） 

  ・前沢区内の各種実行委員会や保存会等のメンバーとして負担金（184,688 円）を

支出するとともに、まつりの作業等に対応したほか、まつりの告知宣伝を行った。 

   前沢夏まつり協賛金…170,000 円 

   スポニチ奥州前沢マラソン協賛金…14,688 円 

  ・お物見公園において実施される「桜のライトアップ」を行うため、その設置委託 

料及び電気料等（823,511 円）を負担した。 

 

 (2) その他事業：前沢支所収益事業  

  ・姉妹都市の北海道厚真町との交流物産展の出店に伴う事業収益 

  ・首都圏等の観光物産ＰＲ事業実施時の会員業者等の商品の委託販売手数料収益等 



 (3) 法人会計：前沢支所法人会計 

  ・前沢支部事業の実施にあたり、前沢支所の事務所経費等の補填を行った。 

 

５．胆沢支部実施事業報告 

 (1) 継続事業：胆沢区観光物産ＰＲ事業（精算額 140,000 円） 

  ・胆沢区内の各種実行委員会や保存会等のメンバーとして負担金（140,000 円）を

支出するとともに、まつりの作業等に対応したほか、まつりの告知宣伝を行った。 

   いさわグリーンツーリズム年会費…3,000 円 

   胆江地区温泉協議会負担金…25,000 円 

   いさわのまつり実行委員会負担金…25,000 円 

   農はだてのつどい協賛金…30,000 円 

   いさわ散居ガイドの会補助金…10,000 円 

   その他負担金等…47,000 円 

 (2) その他事業：胆沢まるごと案内所管理事業 

  ・奥州市の委託事業として施設の管理運営を行うとともに、胆沢支所のＨ

Ｐ上で焼石連峰の状況についてブログによる情報更新等を行った。また、

一部については胆沢支部協議会の自主事業として、「いさわ散居ガイドの

会」の連携を得ながら各種企画等の立案・運営を行った。 

施設来館者数…９，９２４名（前年比１０４％） 

 (3) その他事業：胆沢支所収益事業  

  ・「胆沢まるごと案内所」軽食ブースにおける事業収益 

売 上 金 額 …1,897,074 円（前年比１２０％、軽食ブースにおける売上金） 

 

 (4) 法人会計：胆沢支所法人会計 

  ・胆沢支部事業の実施にあたり、胆沢支所の事務所経費等の補填を行った。 

 

６．衣川支部実施事業報告 

 (1) 継続事業：衣川区観光物産ＰＲ事業（精算額 374,400 円） 

  ・まつり実行委員会の構成団体として負担金を支出するとともに、作業等に対応し

たほか、衣川区内の告知宣伝を行った。 

   「奥州やぶさめ」負担金…150,000 円 

   情報誌「マジャル通信」印刷負担金…194,400 円 

   その他負担金等…30,000 円 

 (2) 法人会計：衣川支所法人会計 

  ・衣川支部事業の実施にあたり、衣川支所の事務所経費等の補填を行った。 


